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横浜の擁壁凡例横浜の擁壁凡例
もたれ式擁壁 ブラフ積み擁壁

亀甲積み擁壁

間知石積み擁壁

コンクリートブロック擁壁 法枠工石積み擁壁（鷹取石）型持ち梁式擁壁

研究対象地域である野毛山周辺地域は、丘陵を切り盛り土し
形成された市街地であるが、野毛山公園を境に、市街地形成
の時期に差がある。また、高齢化や過疎化といった問題が他
地域よりもより顕著に表れている。
更に野毛山周辺地域では、地域交流のために住民自ら公共的
な場を作ることやアーティスト活動に対する助成金によって
アーティスト・地域交流の拠点が斜面に点在している。「野毛山キーツ HP」　https://www.nogeyamakiez.net 「azumagaoka Bar　崖と階段 HP」　https://azumagaoka.com/bar/

「コロカル マガジンハウス vol.2、vol.3」　
https://colocal.jp/topics/lifestyle/renovation/20170211_91190.html時間と環境のメディア

～「擁壁」に建築的な可能性を見出す坂の街における新たな公共空間～

横浜にかつて 3700 以上あった谷戸とその風景や暮らし 高度経済成長期の開発によって擁壁の街へ

擁壁による急激な高低差や大規模な集合住宅の建設は、
そこで暮らす人々の「生活レベル」や「コミュニティ
の希薄さ」さえも可視化し、かつての「生態系」や

「風景」までも消していった。そうして出来上がった
現在の擁壁は、建設から約 50 年が経ち、更新が始ま
る時期となった。

調査研究で訪れた熊本県八代市坂本町は、土砂崩れの
跡が擁壁で塗り固められている最中で、自然豊かな風
景が「擁壁」というキズ跡のような様に変わっていっ
ていることに、100 年後、私たちが暮らす町の斜面は
擁壁が張り巡らされたキズだらけの街になってしまう
のではないか、という一抹の不安がよぎった。

地形に出来たキズのように見える擁壁だが、その場所
の環境やそこに流れた時間によって、コケやシダ植物
ツルが巻き付き、長い時間をかけてもう１つの自然を
形成していた。擁壁に形成されたもう１つの自然や振
る舞いの痕跡は、１度淘汰されたはずの自然がその場
の環境によって偶然表出したもので、その風景は、力
強くおおらかであると同時にとても公共的だと感じた。

都市のすぐ隣に現れる「もう１つの自然」としての擁
壁は、もはや単なる土木構造物を超えて、そこに流れ
た「時間」と「環境」の写し出すメディアなのだろう。
そして、擁壁が持つ力強さとおおらかさは、偶発的な
出会いや人々の自由な振る舞いを引き出す可能性を生
むのではないだろうか。

  1 | 研究背景
　‒地形のキズ‒

雛壇造成された上に建つ建築 熊本県八代市坂本町 / 球磨川流域で建設中の擁壁

1945～1950 年 1961～1969 年 現在
引用：国土地理院　地理院地図電子国土 WEB

N自然地形 人工地形

凡例 ：氾濫平野 ：山地 ：台地・段地：山麓堆積地形 ：旧水部 ：高い盛土 ：盛土 ：切土

横浜市には、ブラフ積み擁壁や亀甲積み擁壁といった市の歴史的構造物に指定された石積みの擁壁があり歴史的な擁壁は保存したい一方で、石が時間
経過とともに風化し、脆くなることで豪雨などで崩れやすくなっている為、住民の生活を守るために、コンクリートの擁壁へ更新していきたいという
葛藤が擁壁にはある。このことから、野毛山周辺地域の擁壁を工法別にプロットしていと、西側では、近代的な工法が多く見られ東側では石積み擁壁
などの古くからある工法によって擁壁のまちが形成されていた。更に野毛山公園を中心に、徒歩移動が可能な 500m 圏内で工法別の割合を見ると、更
新されるだろう石積みの擁壁が約 30％を占めていて、今後多くの擁壁が近代的な擁壁へ更新されていくことが予想される地域といえる。

２ | 野毛山周辺地域の与条件

‒野毛山周辺地域の擁壁分布マップ‒

高齢者の割合 一人暮らし高齢者数
引用：横浜市 HP「西区っていいね！」

５００m 圏内：2.５%.               　　　              ３００m 圏内：1.３%

【コンクリート製擁壁】 【石積み擁壁】【法面保護】

５００m 圏内：68.５%　　　　　　　 　　　　　300m 圏内：64.８％
                          ５００m 圏内：29％　　　　　　　　　　　　３００m 圏内：34%

‒もう１つの自然‒



既存の地形が持つ急激な高低差を解消するように細分化した擁壁がまちから建築へ、建築からまちへ連続していく。

野毛山周辺地域に暮らす、さまざまなバックグラウンドや性格を持ったアーティストや高齢者が集まり、生活する場をコアとし、図書館の分館、アトリエ、地域食堂といった
地域コミュニティの拠点となりうるプログラムを挿入する。
それらを擁壁が緩やかに分節しながら繋げることで多様な他者が集まり関係を築く環境のネットワーク空間として、高齢者とアーティストが共同で暮らす建築に地域の人や子供達
もそこで過ごせるような福祉施設を提案する。

敷地は、日ノ出町駅から 20 分ほどの歩き、野毛山公園を超えた閑静な住宅地
の一角にある防災公園。敷地周辺は、アーティストの拠点が点在していたり、
近くには小学校がある一方で、高齢者や生活保護受給者が多いにもかかわらず
地域の人が集まる図書館や交流施設へ向かうには山をいくつも超えなければな
らない。この地域の等高線は、丘陵地の宅地開発による雛壇造成によって元々
の滑らかな等高線を描いておらず、ポリゴン状の等高線を描いている。一方で
住宅の並びは元の等高線をトレースするように並んでおり、図と地が反転して
いるような地域である。

さまざま勾配の屋根がかかることで
擁壁に対してさまざまな気積を作る

北から南へ４m の高低差があり、西から東へ７m 高低差が擁壁
によって作られている既存地形に対し地形を解体していく

西側敷地境界上の擁壁を一部削り落とすことで、下の住宅と庭を介して間接的な関係を築いていく。
そうした関係が斜面に沿って町に連続していくことで、高低差を超えて街全体にコミュニティが形成されていき
擁壁が単なるキズのような存在としてではなく、街の公共空間の一部のようになっていく

敷地

擁壁の空間調査

住宅という地形の流れをトレースするように、北側から寝室
や水回りのヴォリュームを「ハの字」に配置していく。
南側の頂上には、地域食堂のキッチンを配置する。
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擁壁があることで生まれる空間を、平面スケッチによって図式化し、断面パースによって「素材」や「構成するもののスケール」、「断面的な関係」を調査し、擁壁によって生まれる空間の「建築
的な可能性」を抽出し、設計の手がかりとする。
調査の結果、擁壁と擁壁によって生まれる空間の関係性は、「同調」「調停」「対立」いずれかの要素のみで成り立つのではなく、それぞれのネットワークで成り立っており、要素同士が付かず離れずの関係を築いていた。このことから私は、坂のまちでは、年齢や国籍、何かしらの障害を抱える人など、性格の異なる人や動物や植物といった多様な他者と、付かず離れずの関係を築く、
多様な他者の総体としてできる環境が公共空間となるのではないかと考える。
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浮遊するように、ボリュームから構造的に独立した屋根を、勾配を変えながらかけていき、陽がよく当たるところ、日陰になるところ、風が抜けるところ、空気が溜まるところなど様々な環境を作る。

住宅という地形の流れ
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ハの字に配置されたヴォリュームの間を、擁壁が緩やかに分節しながら繋がることで、リビングや図書館の分館、シェアアトリエといった場所となり、それぞれの活動や振る舞いが付かず離れず関係し合う環境を造る。
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